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❶ 2027年3月期 第１四半期
グループ連結業績概要

3393東証プライム

(1)グループ連結
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2027年3月期 第１四半期 連結PLサマリー(前年同期比較)

Q１は計画通り推移し、各段階利益全てで前年同期比で増加し、Q1で過去最高を更新。
Q１は例年、新入社員入社（当期73名）に伴う人件費増加が先行するが、前期比で増収増益。

（単位：百万円） 2026年3月期Q12027年3月期Q1

EBITDA

売上総利益

営業利益

売上高

経常利益

親会社株主に帰属する

四半期純利益

813

5,636

2,504

593

589

402

724

6,041

2,687

705

706

502

+19.8%

+25.0%

+89

+404

+183

+112

+116

+100

+12.3%

+7.2%

+7.3%

+18.9%
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売上高推移・営業利益推移

ITインフラのストックはネットワーク・電力が継続して好調、DXは季節性により横ばい。ス

トック売上高は+12.4%、営業利益は705百万円と四半期として過去最高を更新。

売上高推移 営業利益推移
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前期比
＋11.2%

前期比
＋18.9%

( ӡʿ (ד ( ӡʿ (ד

ὫְỘ ׃
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(構成比50.1％)

(構成比49.9％)

(  52.5̋)

(  47.5̋)

(  52.6̋)

(  47.4̋)

前期比
＋2.4%

前期比
＋12.4%

前期比
＋6.8%

前期比
＋7.6%
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27/3Ὦṍ 

ם

営業利益

Q4

Q3

Q2

Q1

(ὓᵊ)

同会計期間比

＋18.9%
同会計期間比

＋11.2%

同会計期間比

＋3.5%

同会計期間比

＋22.2%

同会計期間比

＋34.6%

Q1は売上高6,041百万円（同会計期間比+7.2%）、
営業利益705百万円（同会計期間比+18.9%）と四半期で増収増益で立ち上がり。

四半期業績推移

5,258
5,636 6,041

5,512 5,875

5,408
5,800

6,031
6,477

22,211 
23,790 

6,041 
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25/3Ὦṍ

ם

26/3Ὦṍ
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27/3Ὦṍ

ם

売上高

Q4

Q3

Q2

Q1

同会計期間比

＋7.2%
同会計期間比

＋7.2%

同会計期間比

＋6.6%

同会計期間比

＋7.2%

同会計期間比

＋7.4%

( ӡʿ (ד ( ӡʿ (ד
3,550
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連結ストック四半期推移
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ˢ̞1x

7

ˢ̞2x

ストック売上高

ARPU(1社当たり単価)

当社グループのストック型サービス リカーリングモデル（継続的に利用量に応じて課金） サブスクリプションモデル（継続利用における定額課金）

ITインフラ関連事業 コピーカウンター、新電力、光回線、クラウドPBXなど ビジ助、ゲートケア、光回線、ISP、クラウドPBXなど

DXソリューション関連事業 広告運用など Cloud CIRCUSツール、RPA、JENKAなど

前年同期比
+11.0%

前年同期比
+12.4%

̞1ʿ ◌ ṍ(3ΤὮ) ̞2ʿ ◌ ṍ(3ΤὮ) ỡ

27,241 27,343 27,471
27,625 27,590

25,000

25,500

26,000

26,500

27,000

27,500

28,000

26/3 Q1 26/3 Q2 26/3 Q3 26/3 Q4 27/3 Q1

取引社数
前年同期比
＋1.3%ˢ̞2x



 (百万円) 2026年3月末 2026年6月末 増減

 Ɫ▀ 13,060 11,527 △1,532 

 ᾝ Ỳ 7,670 6,716 △954 

 ᾧ Ɫ▀ 2,487 2,292 △195 

 ʹ Ἱᾧ Ɫ▀ 196 190 △6 

 ʹ Ἱᾧ Ɫ▀ 1,176 1,147 △29 

   ЊТЕϳϵϯ 853 842 △11 

     Ɫζχ χⱢ▀ 1,113 954 △159 

 資産合計 15,547 13,819 △1,727 

 № 5,921 4,730 △1,191 

סּ Ỳ 1,762 1,605 △157 

 ᾧ № 1,135 952 △183 

ṍּס Ỳ 1,132 949 △183 

 負債合計 7,057 5,682 △1,375 

 純資産合計 8,490 8,137 △352 

 負債純資産合計 15,547 13,819 △1,727 

2027年3月期Q1  BSサマリー
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買掛金 ：△217

１年内長期借入金 ： △157
未払金 ： △141

未払費用 ： ＋52

未払法人税/未払消費税等 ： △727

前受金 ： ＋10
賞与引当 ： △197
株式給付/役員株式給付引当金 ： △27
その他 ： ＋214

現金及び預金 ：△954

受取手形・売掛金 ： △298
営業投資有価証券 ： ＋15
棚卸資産 ： ＋38
その他 ： △326
貸倒引当金 ： △5

のれん       ：△18

ソフトウエア ： △11



2027年3月期連結業績進捗
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売上高 6,041 12,600 47.9% 26,000 23.2%

営業利益 705 1,630 43.3% 3,550 19.9%

経常利益 706 1,630 43.3% 3,550 19.9%

親会社株主に帰属する

(四半期)当期純利益 502 1,075 46.7% 2,343 21.4%

ˢ ӡʿ ˣד
2027年3月期

上期予想

2027年3月期

通期予想

2027年3月期

上期進捗率

2027年3月期

Q1実績

2027年3月期

通期進捗率

Q１は例年、新入社員入社（当期73名）に伴う人件費増が先行するも、通期予想に沿った順調なスタート。
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❶ 2027年3月期 第１四半期
グループ連結業績概要

(2)ITインフラ事業



ˢ ӡʿ ˣד 26/3ὮṍQ127/3ὮṍQ1 ᾚ ṍ

 ‰ 4,400 4,755 +355 +8.1%

Тк˔ 2,715 2,817 +101 +3.7%
ІЕАϼ 1,685 1,938 +253 +15.0%

 ЈϽЮрЕ ׃ 343 398 +54 +16.0%

Ὂזּ  ᶛ 293 328 +34 +11.7%

Ὂזּ  ᶛΏ

 ЈϽЮрЕ ׃
637 726 +89 +14.0%

 EBITDA 379 424 +45 +12.0%

ITインフラ事業 セグメント状況

4,400
4,755

637 726

26/3ὮṍQ1 27/3ὮṍQ1

‰

Ὂזּ ᶛΏ ЈϽЮрЕ ׃

業績比較

( ӡʿ (ד
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売上

セグメント利益
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：ネットワーク、電力を中心にストック売上が+15.0%と伸長し、フロー売上も+3.7%と堅調。

売上高4,755百万円（前年同期比+8.1%）を達成。

：セグメント利益は398百万円（前年同期比+16.0%）、本社経費等負担額控除前でも
726百万円（同+14.0%）と増益。



ITインフラ事業 前年同期との差異分析

売上高構成 セグメント利益増減
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(構成比40.8％)(  38.3̋)

(  61.7̋)

*ϽжТχЈϽЮрЕ ψ׃ Ὂזּ ᶛΏ

* Ḛ χ(̚)ЫϱЗІψ ᴥƋ ӊ׃ ʺФжІψ ᾚ Ƌ ׃ ᴥ
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ITインフラ事業 ストック売上高四半期推移

©2026 Startia Holdings, Inc. ALL Rights Reserved.

1.4% 1.3% 1.3% 1.2% 1.2%

35.0% 31.1% 33.2% 30.6% 29.9%

12.2% 11.4% 12.1% 12.3% 14.0%

27.4% 25.4% 26.7% 25.8%
25.5%

20.3%
27.2% 22.8% 26.4%

28.1%3.7%

3.6%
3.8%

3.7%
1.2%

1,685

1,828
1,772

1,855
1,938
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РЅТ϶р MFP NWḩ ᵕ ζχ
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ARPU(1社あたり単価)

■単一商材取引社数(̞2) ■複数商材取引社数(̞2)
̞ ∙ ⇔ ᴟτϢϤ™ ὓ

( ӡʿ (ד

( ӡʿ (ד
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(̞2)

ストック型サービス リカーリングモデル（継続的に利用量に応じて課金） サブスクリプションモデル（継続利用における定額課金）

ITインフラ関連事業 コピーカウンター、新電力、光回線、クラウドPBXなど ビジ助、ゲートケア、光回線、ISP、クラウドPBXなど

前年同期比
+15.0%

前年同期比＋1.3%

前年同期+13.0%

商材別ストック売上高(̞1)

̞1ʿ ◌ ṍ(3ΤὮ) ̞2ʿ ◌ ṍ(3ΤὮ) ỡ

前年同期比＋4.5%
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❶ 2027年3月期 第１四半期
グループ連結業績概要

(3)DXソリューション事業
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DXソリューション事業 セグメント状況

1,232 1,281 

319 
398 

26/3ὮṍQ1 27/3ὮṍQ1

‰

Ὂזּ ᶛΏ
ЈϽЮрЕ ׃

業績比較
( ӡʿ (ד

 ‰ 1,232 1,281 +49 +4.0%

Тк˔ 237 207 30 12.6%

ІЕАϼ 994 1,073 +79 +8.0%

 ЈϽЮрЕ ׃ 208 252 +44 +21.3%

Ὂזּ  ᶛ 111 145 +34 +31.0%

Ὂזּ  ᶛΏ

 ЈϽЮрЕ ׃
319 398 +78 +24.7%

 EBITDA 286 321 +34 +11.9%

ˢ ӡʿ ˣד 27/3月期Q1増減26/3月期Q1 前年同期比

©2026 Startia Holdings, Inc. ALL Rights Reserved.

売上

セグメント利益
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βˮДЅЌиЫ˔ϾГϰрϽⱧỘ˯ψʺ2026 3ὮṍϢϤˮDXЊзв˔ЄдрⱧỘ˯τⱧỘ Ϭ  ΜθΰϘΰθʻ

：SaaSを中心としたストック売上が+8.0%と拡大する一方、フロー売上は△12.6%と減少。
売上高1,281百万円（前年同期比+4.0%）となり、ストック型へのシフトが進展。

：セグメント利益は252百万円（前年同期比+21.3%）と大幅増加。
本社経費等負担額控除前でも398百万円（同+24.7%）と利益構造が強化。



319 

63 

̚ 23

27 12 398 

26/3ὮṍQ1
ם

׃ ∙ḩ ῲ⁮ ζχ 27/3ὮṍQ1
ם

0 

50 

100 

150 

200 

250 

300 

350 

400 

450 

500 

DXソリューション事業 前年同期との差異分析

売上高構成 セグメント利益
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(構成比83.8％)

(  80.7̋)

(  19.3̋)

*ϽжТχЈϽЮрЕ ψ׃ Ὂזּ ᶛΏ

* Ḛ χ(̚)ЫϱЗІψ ᴥƋ ӊ׃ ʺФжІψ ᾚ Ƌ ׃ ᴥ
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DXソリューション事業 ストック売上高四半期推移

©2026 Startia Holdings, Inc. ALL Rights Reserved.
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ARPU(1社あたりの単価)
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■単一商材取引社数(̞2)■複数商材取引社数(̞2)
̞ ∙ ⇔ ᴟτϢϤ™ ὓ

( ӡʿ (ד

( ӡʿ (ד

17̞1ʿ ◌ ṍ(3ΤὮ) ̞2ʿ ◌ ṍ(3ΤὮ) ỡ

(̞1)

(̞2)

ストック型サービス リカーリングモデル（継続的に利用量に応じて課金） サブスクリプションモデル（継続利用における定額課金）

DXソリューション関連事業 広告運用など Cloud CIRCUSツール、RPA、JENKAなど

前年同期比+8.0%

前年同期比+6.8%

商材別ストック売上高

前年同期比＋1.3%

前年同期比+8.4%
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DXソリューション事業（Cloud  CIRCUS） 主要KPI (1)

*1 MRRψᶆ◌ ṍ Ⱳ χЂУІϼзФЄдр χὮᶛ

*2 ự12уὮḧτΣΪϥᶆὮχˮὮ τᵔ ρσμθжϱЈрІ ˸ Ὦ Ⱳ πχжϱЈрІ ˯χ ỡ

MRR

2 ∙ӟ MRRˢϼкІЈиMRRˣ

Cloud CIRCUS MRR *1

前年同期比+7.9 %

前年同期比+6.6 %

過去12ヶ月平均顧客解約率*2

2026年6月末時点

1.2%
( ṍ Ⱳ : 1.5%)

( ӡ: (ד
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MRRは289百万円（前年同期比+6.6%）、クロスセルMRRも160百万円（同+7.9%）と着実に拡大。

IZANAI・Fullstar の成長が後押し。解約率は過去12ヶ月平均1.2%と前年同期末の1.5%から改善。
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DXソリューション事業（Cloud  CIRCUS） 主要KPI (2)

ライセンス数*2

前年同期比+5.9 %

*2 жϱЈрІ ψᶆ◌ ṍ Ⱳ χ Ἰ жϱЈрІ
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ツール単価(ARPU)*1

2 ∙ӟ ᾽ẁARPU

ԁ ∙ ᾽ẁARPU

*1 ARPU=ᶆ◌ ṍ Ⱳ χMRR/Ἰ זּ

前年同期比+3.2 %

前年同期比+5.6 %

( ӡ: (ד

有料ライセンス数は6,730件（前年同期比+5.9%）と継続的に拡大。

ARPUも2商材以上導入顧客141千円、単一商材71千円と上昇し、MRR成長の土台を形成。
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2027年3月期 第１四半期 M＆Aの進捗

引き続きリード・IM数は高い水準で推移。 
Q1は１件の最終契約、Q2で２件の最終契約の進捗。３件ともITインフラ事業の事業譲受。

©2026 Startia Holdings, Inc. ALL Rights Reserved.

27 3Ὦṍ 28 3Ὦṍ

ὓᵊ ם Q1 Q2 Q3 Q4 ḧ ὓ ὓ ὓᵊ ὓᵊ

з˔Ж 200 368 138 138 46.0% 300 400

IM̞ᾁ 100 288 85 85 56.7% 150 200

Ӫΰ 25 13 2 2 6.5% 31 40

Ω Ἰ 4 0 1 1 20.0% 5 5

27 3Ὦṍ ὓ27ם 3Ὦṍ ◌ ṍ26ם 3Ὦṍ

̞1. IM = ϱрТ϶Ю˔ЄдрʾЮЯжрЍЭˢḼỘᵵ Ɫ χάρˣ

21
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ḧὓᵊ

ὓם
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当期の事業譲受

βˮДЅЌиЫ˔ϾГϰрϽⱧỘ˯ψʺ2026 3ὮṍϢϤⱧỘ Ϭ  ʻ
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スターティア × 昭文堂事務機 × セントラルグラフィックセンター

譲受会社

スターティア株式会社

東京都新宿区西新宿 2-3-1 ←

譲渡会社

昭文堂事務機株式会社

東京都足立区

顧客基盤：約 500 社

事業内容

IT インフラ関連事業（各種 OA機器及び消耗品類、事務用品等の販売並びに

OA機器の保守メンテナンス）

契約締結日： 2026年6月1日 事業譲受日： 2026年7月1日

譲渡会社

顧客基盤：約 10 00社

株式会社セントラルグラフィックセンター

愛知県名古屋市東区泉 1-13-25

複合機・ビジネスフォン ・

ネットワーク機器の販売施工保守、 Web 制作等

事業内容

契約締結日： 2026年7月1日 事業譲受日： 2026年8月1日

事業内容

OA 機器、デザイン・製版関連機器の販売

スターティアリード × 電通システム

譲受会社

スターティアリード株式会社

東京都新宿区西新宿 2-3-1（福島県に支店）

←

譲渡会社

有限会社電通システム

福島県本宮市本宮字南ノ内  20

顧客基盤：福島県中心に約 500 社

事業内容

IT インフラ関連事業（電話設備の販売・工事、パソコン及び周辺機器、コピー

機の販売・メンテナンス、ネットワーク・光構築及び工事、空調設備の販売・

工事、電気工事全般）

契約締結日： 2026年8月中（予定） 事業譲受日： 2026年9月1日（予定）

事業内容

複合機・ビジネスフォン ・

ネットワーク機器の販売施工保守 等

←

ITインフラ事業

ITインフラ事業

3

2

1
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（1）事業戦略 M＆A



M&Aの基本戦略

©2026 Startia Holdings, Inc. ALL Rights Reserved.

¸ ϷТϰІΰΪ OAṐṀ ⱧỘˢ ›ṐʾРЅКІТ϶р ˣ

¸ ϷТϰІΰΪ КАЕм˔ϼʺЈϺвзГϰʺΊᵕ ʾISPʺОЊЀр ⱧỘ

¸ ϷТϰІΰΪ ṓ

¸ WebЂϱЕ ⌠ⱧỘ

¸ Microsoft ʺGoogle χϷТϰІБ˔и ⱧỘ

Ⱨ ṐṀᴙ Ộ

約3,000社超

M&A ḼỘ

約700社

ⱧỘṛ ʺὊְּיχῇὋ χזּ
M&A ρσϥḼỘψ700ּז

顧客を買うM&A

サービスを買うM&A

¸ DXЊзв˔Єдр ӽˢДЅЌиЫ˔ϾБ˔иʾWEB ⌠ʾῲ⁮ʾЀрЂиʾBPaaS ˣ

¸ AIḩ ⱧỘˢ ᵫ ḯϚˣ

¸ ЈϺвзГϰ

基本方針
Å M&AⱢỲϬ ṍτᵕ ᴦ σ ṛ ḼỘχ100% Ὣ◓ᵓּזᴟ

Å ṍ σЄЗЅ˔Υᾋ₅ϛϥ ὸʾ ︣ḼỘρχⱢ Ộ ὀ

Å M̍A Ɫ ▄ψ3 ḧπ100ᴑד ʺ ψḧ Ỳ Ϭ

Å κ ΥϤṍψˮ᾽ẁϬ ΞM&A˯Ϭ τ ʻ
ὓῇ ӟ‭πˮЂ˔РІϬ ΞM&A˯τ ︣

M＆Aターゲット

24



M&A実行の仕組み（KPI  /  検討プロセス /  投資基準 /  PMI）

©2026 Startia Holdings, Inc. ALL Rights Reserved.

M&A
ブラン
ディング

ソーシング
パートナー
獲得

リード獲得
概要資料獲得
（Pull形）

案件創出
（Push形）

デューデリ
ジェンス

PMI 戦略構築

金融機関様
・

パートナー
企業様

M&A
推進部

執行
ボード

スターティア
HD

取締役会

企業
概要
資料

リード
資料

(社名非
公開)

͎ ⱳ Ὦⱳ

検討プロセス

実行プロセスKPI

PMIとモニタリング

PMIチームがフォーマット化した
プロジェクトとして管理

判断基準と財務規律

既存事業
EBITDAϬṁ τ ᶓ ṍḧπᵕ ᴦ σ
ӛὯϬ

周辺、及び新領域
Ṍ ⱧỘρχЄЗЅ˔῟ᴮϬ ΰ

高速・高頻度意思決定ができる体制 基本指標を策定

実行プロセスを分解して実行管理

■3年後のKPI（M&Aの状態）
ʾΩ Ἰ Ὣ  5Ὧ/ ὓ14Ὧ
ʾӪΰ  40Ὧ/ ὓ96Ὧ
ʾIMᾁ  200Ὧ/ ὓ450Ὧ
ʾз˔Ж  400Ὧ/ ὓ900Ὧ
ʾ ᵒᵓּז ὀ )ז200ּ  ὓ)

仕組化

25
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これまで数多くのM&A・事業譲受を実行し、

承継した顧客数はITインフラ顧客累計の4割強、約2万社（2025年3月時点）に上る。

実績：「顧客を買う」M＆A事例

2023. 11 (株)丸正事務器事業譲受

2023. 10 (株)ビジネスサービス株式譲受

2021.11 SD21+(株)吉田ストア事業譲受

2021. 8 同業H社事業譲受

2019. 3 同業G社事業譲受

2019. 1 同業F社事業譲受

2016. 7 ビーシーメディア(株)株式譲受

2015.10 (株)エヌオーエス株式譲受

同業E社事業譲受2015. 3

同業D社事業譲受2013.12

同業C社事業譲受2013. 4

同業B社事業譲受2012. 1

同業A社事業譲受2007.10

2025

2024. 4 富士フイルムBI奈良(株)合弁会社

ᵃẠχITϱрТжⱧỘ ӽχ
︠ σM&AⱧ

̞ ήσ᾽ẁ Ⱨ ψ Ψ

顧客を買うM&A、事業譲受の沿革

2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3

500 1,100 1,000 600 

5,150 

100 

5,000 
3,440 3,000 

1,600 2,600 
3,200 

8,350 
8,450 

13,450 

16,890 

19,890 

・・M&A、事業譲受による取引社数（累計）

・・M&A  、事業譲受による取引社数

「顧客を買う」M&A、事業譲受による顧客数累計

26
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評価可能な株式取得によるM＆Aは下記の２件 （その他は事業譲受）

「顧客を買う」M＆A実績の定量評価

ⱢỲᶛ Ɫ▀ χϦϭ
EBITDA

ˢ ự3 ỡˣ

173 59 114 90

ˢ ӡʿ ∞ὓχ‹זˣ2ּד ОТ϶˔ЫрІ

¸ ЀІЕχ ᾚ

¸ְỘ῟ ᴟ

¸ІЌ˔Гϰϯ ∙χϼкІЈи

¸ ʾכ◦∙ ∙⅜

投資金額は
直近EBITDA

1.9倍程度

ˢ ʿ︡ ῇ1 χРЅКІЂ˔РІρ ⱧỘϬ︡ ΰθІЌ˔Гϰϯз˔ЖϬ Ψˣ

︡ FY24/3 7 CAGR

‰ 539 810 6.0%

ְỘ ׃ 12 85 32.4%

ְỘ ׃ 2.2% 10.5%

˲᾽ẁϬ ΞM&A˳

OAṐṀʺКАЕм˔ϼЊзв˔Єдрʺ

ЈϺвзГϰ ├

ᶴ꜠ᵓּזϵЙϷ˔ϵІ 2016 12Ὦ ︡

ᶴ꜠ᵓּזР˔Є˔ЮДϰϯ 2016 7Ὦ ︡

＜統合のメリット ＞

27

営業利益
CAGR32.4％で
高成長
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「顧客を買う」新しいかたち：富士フイルムBI奈良

ⱧỘӱḚ
ז3,000ּ χ᾽ẁ

∙ ằʾ ∙ ᾏ

富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社（以下、 「富士フイルムビジネス
イノベーションジャパン」）とJVを組成（2024年4月1日より連結化）

ְỘ ׃ ψITϱрТжⱧỘχ
10.4%ρϕϖ

10ᴑד

＜初年度のパフォーマンス ＞

（2025/3 期概要）

営業利益

売上高

営業利益率

1ᴑד

10%¸ЮзАЕʿ σּזԌχᶎ
χϦϭΥ ΰσΜ
●ТϱиЭТϱиЭРЅКІϱЛЦ˔Єдр
ЅаОрˢ ˣχ᾽ẁ ϒϯФк˔Ў

¸ ●ТϱиЭBI χ ӽⱧỘϬ Ὣτ︡Ϥ₅ϙʺ
Ͻи˔ФΥⱱνDXЊзв˔ЄдрⱧỘ̞χϼкІЈиϬזּ ᵫ

富士フイルムBI
奈良株式会社
資本金 5,000万円

富士フイルムBI
奈良株式会社
資本金 5,000万円

富士フイルムビジネス
イノベーションジャパン

βˮДЅЌиЫ˔ϾГϰрϽⱧỘ˯ψʺ2026 3ὮṍϢϤⱧỘ Ϭ  ʻ 28

Ɫ
33.4̋

Ɫ
66.6̋
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（2）事業戦略 BPaaS



データで見る中小企業のAI導入の壁

主
要
7

カ
国+

韓
国

国
民
1

人
当
た
り

G
D

P

の
順
位
の
変
遷

̞1̋ ̞3:s ˣ ˢ2025ˣˮ⁯ ᵰτΣΪϥΩ χ Ṫ χᾆẕᵫ ẉόДЅЌиᶨ χ ΰτḩβϥ ₰ᾆẕ˯

生成AIの活用方針策定状況（企業規模別）※1

AI活用の方針

AIを活用していない理由（中小企業）※2

AI導入の状況

AI導入に際しての懸念事項 ※3

AI導入が進まない

企業におけるAI利用の現状※1

世界で見る

̞2 ʿὊ▀  2026 ḼỘ ʾ ṛ ḼỘ χᵵ
ˢᶴˣ ⁯Д˔ЌНрϼˮ ͓ ḼỘχὊְᴿ ρⱧỘᶨ τḩβϥ ₰˯

30©2026 Startia Holdings, Inc. ALL Rights Reserved.



AIは脅威になるか？

AIがSaaS サービスに置き換わる？

©2026 Startia Holdings, Inc. ALL Rights Reserved.
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大手企業・米国企業

ᵰ SaaS
( жϱЈрІˣ

⇒大手企業の外部SaaSの需要減少

中小企業

AIによる内製
ソフトウエアへ

ᵰ SaaS
ˢ жϱЈрІˣ

⇒中小企業の多くはデジタイゼーション(アナログ情報のデータ化)
の段階にあり、デジタライゼーション・DX・AXはハードルが高い。

・当社顧客99%中小企業（内SaaS導入は16％程）
・ID数に縛られない多機能デジタルマーケティングSaaS
・IT人材不足の企業に「ツール＋人材」というBPaaSを提供
・高まるセキュリティリスクにも対応

スターティアグループのサービス

スターティアテクノス㈱

ITインフラ × DXソリューション

2026年4月より営業開始

業務プロセスそのものを支援
BPaaS提供企業として

ỘԌ ỘԌ ỘԌ ỘԌ ỘԌ

SaaS SaaS SaaS SaaS SaaS

SaaS

ỘԌ

Not  SaaS

ψSaaS  

̠ IT σΰ ̠ AI χᾋ₅ϙψ σΜ̠ IT  ̠ AI ЊТЕϳϵϯϒ

日本企業の約99.7％は中小企業

AI人材不足

ITリテラシー格差

そもそも人材不足



新組織：ITインフラ×DXソリューション

子会社の商号変更・スターティアテクノス株式会社（旧：スターティアレイズ）

©2026 Startia Holdings, Inc. ALL Rights Reserved.
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新商号
(旧商号)

スターティアテクノス株式会社
(スターティアレイズ株式会社 )

新代表取締役 岡本 友輔

変更日 2026 年4月1日

事業内容
ITインフラと DXソリューションのサービス
提供と、 融合した 包括的な支援体制を構築

IT基盤を網羅する包括的支援

従来のSaaS （ RoboTANGO 、 JENKA）に加え、ニーズの高いサーバ ー

・ ネットワーク等の ITインフラ構築まで領域を拡大します 。

業務プロセスそのものを支援

単なるツールの提供から、ハード・インフラ面を含む業務プロセスの

最適化へ。顧客の持続的成長を支えるパートナーへ進化します 。

テクノロジーで挑戦をつなぐ

新商号「テクノス」には、 IT基盤を支えることで、顧客企業の新たな

挑戦を支援し続けたいという強い想いが込められています 。

事業領域拡大と BPaaS への進化

スターティアテクノス㈱

ITインフラ × DXソリューション
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（3）財務・資本方針と株主還元

（資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応）



20%ӟ

財務・資本方針と株主還元 （資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応）

2025˙27

¸∞ ὲ Ϭᶎ ΰσΥϣ Ɫρᶴ︠ḥᾕϬ

βϥθϛʺ‰ΜⱢ ׃ σϣότНжрІЄ˔Е

χӲⱱʾᵠ Ϭ “םτם

¸ M&AⱢỲ ψ︣ⱱκϺаАЄвρДАЕϬ

資本収益性

ROE

40˙55%

2025˙27

財務健全性

ꜛᾪⱢ
0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

Cash IN Cash Out

(ᴑד) 2025～27年度累計の資金配分計画(概算値)

25年度末
ネットキャッシュ
約30億円

戦略的コスト削減
約15億円

有利子負債調達
約50億円まで

株主還元
約30億円

開発投資・戦略投資
約20億円

M&A投資枠
約100億円

プロジェクト
ファイナンスなど

営業
キャッシュ
フロー
約70億円

34
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資本効率性 - 市場評価

¸ ROEψʺ Υזּ ꜡βϥ株主資本コストを大幅に上回る水準πΚϤʺPBRχ1 ӟ χ ӱτṄ

¸ԁ ʺPERψФжϱЭ◕ χ ỡ 16 Ϭᴞᵕϥ τΚϤʺPERでの市場評価の底上げが引き続きの課題

P

B

R

P

E

R

R

O

E

Ṿ

ᶴ︠Ɫ ЀІЕ4.4%=зІϼТз˔й˔Еˢ⁯№10 ᵕϤˣ
2.3%+ѝ0.7(3)˷◕ зІϼФйЬϯЭ2.9%
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12.4

15.9

6.3

0.1

14.0

6.8

4.7

-2.8

21.7

24.4

24.8

27.3

29.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 24/3 25/3 26/3

ṕ%Ṗ

2.7

2.0

1.4 1.3

2.1

1.2 1.0

2.7

1.3

3.2

2.8

3.2 3.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 24/3 25/3 26/3

ṕ Ṗ

21.8

13.6

21.8

16.3

17.5 21.2

0.0 0.0

15.6

11.5
13.1 12.9

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 24/3 25/3 26/3

ṕ Ṗ

株主資本コスト
4.4％

上場企業平均値
約16倍

上場企業平均値
約1.4倍
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取り組み： 企業価値向上に向けた基本方針

ṁ ὓ

׃ χΰ

ʾM&Aσςχ ⱢτϢϥITϱрТжⱧỘχ ׃ χếᴟ

ROEψ‰ ϬӲⱱ ︢Ϥχ ӽ

ʾDXЊзв˔ЄдрⱧỘ̞τΣΪϥІЕАϼ χ ϙ Ϋ

ROE ʾІЕАϼ ׃ χ τϢϥỘ ЩжГϰзГϰχ ᾚ

Ɫ ׃

Ɫ ῟ ΰ

ʾᶴ︠ḥᾕχếᴟ

ʾⱧỘЈϽЮрЕχ τ›ϩδθὊְⱢᾛ

ʾꜛᾪⱢ ψ50˙55% χ ϬӲⱱ

ḼỘᴣ ΰ

ʾꜛᾪᶴ꜠︡ χᾁ

ʾϺаАЄвψ ṍ ϙ ΥϥἱΰϠΠʺ ˑσ ⱢϬᾁ

ʾІЕАϼ ׃ χΰ

Нзв˔Єдрχ
ᶈ ΥΚϥθϛʺ
ᶆ ☼├Ϭם“

ῼϛχ ӽ

PER ʾᶆ ☼├τϢϥⱧỘχ‰ ᴥᴣ ᴟʺԁ θϤ χᵠ

σ◕ ᴣ

ʾM&AϬᶨ ΰθϱрϷ˔ϹИАϼ χ τϢϥ ᴥ

Ѐ˔Ъй˔Е
ϹНЗрІχ

ם

ʾᶴ︠ḥᾕχếᴟ/ χӲⱱ

ʾᶴ︠ρχ Ṑᵓχ ᴥτϢϥ ◕ρזּ ꜡χϻаАФχ ᾚ

ʾ זּ ᵔχ τΰΪθ ᵓχᵫ℗Ϟ︡ ϒχ ⁮χלΰ

¸ ‰χROEψ29%ρזּ πΚϤʺԏΦ Φ‰Μ χϵϼϱГϰІФйАЖϬӲⱱΰσΥϣʺ ⱢϬ ϛοΜΨ

¸ ʺ χPERψ26/3ṍזּ τ 13 ρ上場企業の平均値である16倍に対してディスカウントされている状況

¸ ḼỘᴣ ΰ τΰΪοʺ適正な市場評価（PER）の向上に注力する方針

企業価値のロジックツリーと各種方針
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企業価値向上に向けた施策 ①株主還元の強化

©2026 Startia Holdings, Inc. ALL Rights Reserved.

配当金は5年で約10倍強

2.2%

2.6%

4.4%

5.2%
5.4%

4.8%

22/3Ὦ 23/3Ὦ 24/3Ὦ 25/3Ὦ 26/3Ὦ 27/3Ὦ

ᵕϤ

配当利回り推移

̞ᶆ Ϊ π▄
27/3Ὦ ψ26/6Ὦ ᶴᴣ π▄
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3

23

3
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3

25

3

26

3

( )

27

3

( )

1株当たり配当金推移

中間

67

期末

78

+56円増配
※記念配
11円除く

+17円
増配

+23円
増配

+8円増配
※記念配
8円除く

Ỳ
ˢדˣ

+27円
増配

̗ 株主還元策

年間69円
(＋記念配11円)

年間145円
(＋記念配8円)

( )

年間145円

σ ⱢϬם“ΰοΜΨ πʺ Ɫρ σꜛᾪⱢ χНжрІϬ︡ϤσΥϣʺ
ϢϤӗ ʾὋ σᶴ︠ḥᾕχ Ϭם☼

ẛˣ2026 3Ὦṍʿ ΰ55̋˴ χḥᾕ  → 新）2027年3月期：DOE 13％＋累進配当の還元方針

・2027年3月期の１株当たり配当金は、年間145円(中間:67円＋期末:78円)を予想
※前期記念配当8円を除き実質増配(記念配当を含む累進配当)



企業価値向上に向けた施策 ②IR活動の強化

ü

ü SNS Ṅ

投資家面談の機会
2025年4月－2026年3月

実績
面談の概要

国内・海外機関投資家ミーティング
ˢ1on1Ь˔ГϰрϽʺ

ІЯ˔иЬ˔ГϰрϽʺὨ▄ ᵓˣ
̞ α ρχ◌ ṍ χЬ˔ГϰрϽ
ψ ϸϳрЕΰοΣϤϘβʻ

42名

ʾὨ▄ ˢNW ∙Ῠ ԍʺ ›Ṑ ΰʺPC ΰʺDXχДЅЌиЫ˔ϾГϰрϽБ˔иχ ệʺ
ʾ χ׃ ᶎ σςˣ

ʾM&A ʺ ΰ ʾ ∙⅜ ʾ ὓ ᶑ ʺᾋ ΰ ʾ ʺṜ ʺDOEᾁ ệ
ʾⱧỘ ʺ χᶎ ˢгИ˔ϼσРЅКІЯДи IsTϱрТж˷DXЊзв˔Єдрχ ϙ›ϩδˣˣ
ʾAIỌӧ ʾAIO ᴂ ʾᵤᵰṐḩ Ɫᴪχḩ Υ‰ϘμοΜϥ ʾṐḩ ⱢᴪΰΪIRᶨ χ ệ
ʾ ΰ τḩ ʾẵ› ʾ ἷχᶤϤӗ ᶴτ ʾЂϼЈАЄдрФжр
ʾⱧỘ χзІϼ ʾ ΦΨ ᴟβϥᵓּזρΰοọ ʾᵃẠ ΰοΣϤʺ τᶴᴣ ΰθӮᶎ

個人投資家向け説明会
8回

（累計参加者数690名）
̞WEBϯ˔ϸϱУ♪ יּ Ψ

積極的開示
2025年4月－2026年3月

実績

IR・PR情報開示件数
̞ ʺ ṨSNS ʺЮ˔и

☼ם
92件

引き続きIR活動の強化を実施
ʾṐḩ Ɫᴪρχ1on1Ь˔ГϰрϽϬ τם☼ʺᵤᵰṐḩ ⱢᴪϒϜ ớ ϯФк˔Ў
ʾᾤ ⱢᴪΰΪ ᵓϬם☼βϥάρπʺ ΰ
ʾ ʺWebЂϱЕχзИв˔ϯиזּ ᶈ ˢ ᵊ χIR ChannelʺϯЗзІЕйЪ˔ЕἿ∏ ˣ
ʾIRʺPRχ ớ σᵫꜘʺSNSϞЮ˔и χם☼τϢϤʺWEBИв˔Іʾ ʾ╛ⱠϒχṜⱧἿ∏ϒϜὌΫϥ

IR活動の強化

©2026 Startia Holdings, Inc. ALL Rights Reserved.



企業価値向上に向けた施策 ②IR活動の強化 株主構成推移

2025.3末 2025.6末 2025.9末 2025.12末 2026.3末 2026.6末

個人/その他

株主数（名） 5,716 5,741 7,128 7,222 8,696 8,275

株式数（株） 7,130,425 6,740,503 7,239,670 7,020,948 7,101,775 6,947,357

所有割合（％） 69.63 65.82 70.69 68.56 69.35 67.84

金融機関

株主数（名） 4 5 4 4 4 4

株式数（株） 530,760 561,389 509,289 586,889 704,889 637,357

所有割合（％） 5.18 5.48 4.97 5.73 6.88 6.22

その他国内法人

株主数（名） 46 40 48 48 56 53

株式数（株） 285,879 228,147 48,846 70,168 91,186 72,490

所有割合（％） 2.79 2.22 0.47 0.69 0.89 0.71

外国法人等

株主数（名） 99 96 101 107 104 119

株式数（株） 1,603,621 1,661,104 1,503,806 1,622,671 1,454,337 1,691,948

所有割合（％） 15.65 16.22 14.68 15.85 14.20 16.52

証券会社

株主数（名） 22 20 21 20 24 23

株式数（株） 355,885 565,427 454,959 455,894 403,511 405,298

所有割合（％） 3.47 5.52 4.44 4.45 3.94 3.96

自己株式

株主数（名） 1 1 1 1 1 1

株式数（株） 333,830 483,830 483,830 483,830 484,702 485,950

所有割合（％） 3.25 4.72 4.72 4.72 4.73 4.75

合計
※単元未満株含む

株主数（名） 5,888 5,903 7,303 7,402 8,885 8,475

株式数（株） 10,240,400 10,240,400 10,240,400 10,240,400 10,240,400 10,240,400

所有割合（％） 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00

©2026 Startia Holdings, Inc. ALL Rights Reserved.
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（4）会社概要
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会社概要

זּ

︡  ᵓ 

Ͻи˔Фᵓּז

ỘԌ

Ὠ▄

Ɫ Ỳ

“ↄᶴ꜠

ᶴ︠

ІЌ˔ГϰϯШ˔иДϰрϽІᶴ꜠ᵓּז

Ằ Ỹ 2-3-1 ЯЛзІ19ᵬ 

1996 2Ὦ

ФжϱЭ(2022 4Ὦ4 )
ԁ (2014 2Ὦ28 )
ЫЃ˔Ї(2005 12Ὦ20 )

ỏ

Ὣ◓ᵓּזʿ10ּז

Ὣ1018 (2026 6Ὦ30 ᾝ∕)

̞︡ ʺ ᾏּזԌʺϯиНϱЕ Ψ

3Ὦ31

8ᴑ2,431 2026)ד 6Ὦ30 ᾝ∕)

10,240,400ᶴ(2026 6Ὦ30 ᾝ∕)

6,135 (2026 6Ὦ30 ᾝ∕)
̞ṳὨᾂϬ βϥᶴ︠χ

2026年6月末 株主構成
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72.50%

16.58%

6.25%
3.97% 0.71%

ᾤ ζχ

ᵰ⁯

Ỳ Ṑḩ

Ỳ ︡ԏỘּי

ζχ

¸ 1996年2月
 ᾢᵓּזГйЀЭКАЕˢᾝ ˣזּ

¸ 2004年2月 
ІЌ˔Гϰϯᶴ꜠ᵓּזτ ‹  

¸ 2018年4月 
   ⱱᶴᵓּז ϒӱ“ʺᾝ ‹τ  

¸ 2026年2月 
   30

沿革

︡ ὲԁ זּ 



取締役メンバー（監査等委員会設置会社）

・1966年5月生まれ
・1996年当社創業、代表取締役社長就任
・2018年には返済不要の奨学金給付を行う団体として公益財団法人ほしのわ設立、
代表理事就任(現任)
・2018年に一般社団法人熊本イノベーションベース
（旧：熊本創生企業家ネットワーク）設立、代表理事就任(現任)し、故郷熊本
の2016年発生の震災復興に取り組み、地方創生にも尽力
・2026年当社代表取締役会長 （現任）

・1977年9月生まれ
・2001年当社入社

2004年にWEB及び電子ブック事業を立ち上げ
・2009年社内ベンチャーとしてスターティアラボ（現クラウドサーカス）設立、代表取締役就任
・2020年から各種ツール販売を統合型デジタルマーケティング

SaaSツール「CloudCIRCUS」としてリブランディングを遂行
・2025年当社執行役員COO 兼 事業戦略本部長就任
・2026年当社執行役員副社長就任
・2026年当社代表取締役社長 （現任）

社外取締役 / 社外取締役（常勤監査等委員）/ 

社外取締役 / 社外取締役（監査等委員） / 

社外取締役（監査等委員） / 

42
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︡ ᵓ

本郷 秀之
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経営理念・ビジョン

社会のニーズとマーケットを見極め、人と企業の未来を創造し、

優れた事業と人材を輩出するリーディングカンパニーを目指す

「未来機会の創造」

♆ ψ Ψχ ρḼỘτ ΰΦσ Ϭ
ᾝβϥЎарІϬם ằΰνξΪϥάρ
π τ Ϧθ χ ϬםᾝΰϘβ

経営理念

ビジョン

「誰もが挑戦し永続進化できる世界」

ꜛϣϬ ᶗΰσΥϣʺ Ψχ ρḼỘ
Υʺ θϤ τ ᴟβϥάρϬ◦Πϥ
Ͻи˔Ф

ミッション

©2026 Startia Holdings, Inc. ALL Rights Reserved.
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グループ会社

╘

Ằ

≥Ờ

Ἤ╦

‰≤

ᴅ∫

ᾥᴒ

ᴰ╦

ᴎ

Ἕ

ꜟⱪ

ᵓ

ITインフラ事業 ※1

ᴏ

β1ʿ Ὣ◓ᵓּז

ЄІГЭϱрГϽй˔ЄдрʺЈϺвзГϰ ├ʺ
ЄІГЭʺOAṐṀ

Å Ͻи˔ФτνΜοˢזּ Ὣ◓ᵓּז10ּזˣ

スターティア㈱

㈱エヌオーエス

スターティアリード㈱

ビーシーメディア㈱

㈱ビジネスサービス

富士フイルムBI奈良㈱

ṕ G 66.6 ṾṖ
※富士フイルムビジネスイノベー
ションジャパン㈱との合弁企業

DXソリューション事業 ※1

クラウドサーカス㈱

Ы˔ϾГϰрϽʾְỘ◦כ
Б˔иˮCloud CIRCUS˯χ ằ

グループ拠点

β2ʿІЌ˔ГϰϯйϱЇˢᶴˣψ2026 4Ὦ1 πˮІЌ˔ГϰϯГϼЛІ(ᶴ)˯ϒּז  ΜθΰϘΰθʻ

44

スターティアテクノス㈱

NI/SIʺDX◦כ/BPS/BPaaS ʺ
ЗйАЅЊзв˔Єдрχ ằ

その他 ※1

Startia Asia Pte.Ltd.

ЄрϹЪ˔и ϯЅϯ ӽχ
ⱧỘ ᶧẉό ⱢⱧỘ

スターティアウィル㈱

STGỘ ʾ ΥΜּיᾼ
χЀрЂиГϰрϽ

ITインフラ×DX ※1,※2

©2026 Startia Holdings, Inc. ALL Rights Reserved.



中小・中堅企業の成長を支える、ITインフラからDX推進までのトータルソリューション

当社グループのサービス群

トータルサポート

通信回線・プロバイダ

Web広告

Web制作

MA

複合機

ビジネス
フォン

ネットワーク
構築・保守

クラウド構築

セキュリティカメラ

電力

LED

オフィス移転

オフィスデザイン

業務用エアコン

オフィス環境
デザイン

OA機器

ネットワーク
WEB

電子署名

電子ブック・動画共有

情報発信

生産性UP

集客
・営業支援

リピート
解約防止

体験リッチ化育成・顧客化

CMS・オウンドメディア

データベース

LP制作

広告運用

営業支援

AIアプリ

ウェブAR

同意管理

オンラインチャット

MA
マーケティング
オートメーション

CSM
カスタマーサクセス
マネジメント

ファンマーケ
ティング

AIチャット

RPA

iPaaS

DXソリューション

ITインフラ事業

2027年3月期IT内の
Web関連、MAはセグメント変更

DXソリューション事業

45
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DXソリューション事業 主要Cloud  CIRCUSツールの実績

導入実績：23,000 件以上

導入実績：2,700 件以上

ホームページからの商談獲得を実現するCMS

※ CMS WEB

3ステップで作成から配信までできる

電子ブック作成ツール

BowNow MA
MA

16,000 

©2026 Startia Holdings, Inc. ALL Rights Reserved.
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導入実績：18,000 件以上

Fullstar DAP
No.1 2,000

2,200 
ḵ DAP

URL PDF AI
1/3

3,700 
URL AI

専用アプリ不要でAR体験

アプリだからこそできるリッチなA R体験

WebAR
AR
DX

º º BtoB
CMS



売上高推移・営業利益推移

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

0

10,000

20,000

30,000

06/3 07/3 08/3 09/3 10/3 11/3 12/3 13/3 14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3 20/3 21/3 22/3 23/3 24/3 25/3 26/3 27/326/3 27/3

中期計画 NEXT’S 2025

デジタルツール提供の
IMC事業部設立

スターティアラボを
分社化

子会社統合により
クラウドサーカス設立

kubell 社との合弁
kubell ストレージ新設

MACオフィスを
持分法子会社化

(2023/3 持分法除外)

ビーシーメディア、
エヌオーエスを
完全子会社化 

SD21/ 吉田ストア事業
を譲受し、スターティ

アリード創業

(₮꞊: )

ְỘ :꞊֒)׃ )

ITインフラ事業
(新規・新設)

DX
ソリューションズ事業

ITインフラ事業
(M&A)

上場来の成長 (CAGR)：年平均成長率

売上12.3%

営業利益13.2%

15/3 19/3

( ӡʿ (ד

ὓᵊⱱᶴᵓּזᴟ

4/1富士フイルムBI奈良
営業開始

（富士フイルムビジネス
イノベーションジャパン

との合弁）

ビジネスサービス
完全子会社化

©2026 Startia Holdings, Inc. ALL Rights Reserved.

06/3

ЫЃ˔Ї ԁ ◕   ם

47
新中期計画

kubell 社との合弁
kubell ストレージ新設

ְỘ ׃
ˢ ӡʿ (ד

創立
30周年



スターティアホールディングス株式会社

東証プライム 3393

中期経営計画
-2026 3Ὦṍ˙2028 3Ὦṍ-
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グループ経営理念とミッション・ビジョン

♆ ψ Ψχ ρḼỘτʺ ΰΦσ Ϭ

ᾝβϥЎарІϬם ằΰ Ϊϥάρπ

τ Ϧθ χ ϬםᾝΰϘβ

Ṑᵓχ

M ission  - ЬАЄдр -

ꜛϣϬ ᶗΰσΥϣʺ Ψχ ρḼỘΥʺ

θϤ τ ᴟβϥάρϬ◦ΠϥϽи˔Ф

ϜΥ ΰֶ ᴟπΦϥ ᵦ

Vision  - РЅдр -

₈ϘπṓΥ ΤσΤμθ τ

θσ ӛτϢμο ϦοΜμοΨϦϥ

ϒχ ᴟ

Value for customers  - ᾽ẁτρμοχᴣ -

ήσ ᴟΤϣ Φσ ᴟϘπ

ὲ π ΰΦσ Ϭβϥ ρḼỘ

ˢ᾽ẁḼỘʺ︡ԏ ʺО˔ЕЗ˔ΤϣʺּזԌϘπˣ

βϥ ρḼỘ

Our stakeholders  - ᾽ẁ -

経営理念
社会のニーズとマーケットを見極め、人と企業の未来を創造し、

優れた事業と人材を輩出するリーディングカンパニーを目指す。
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私たちが考える主な社会課題

ʿ ḼỘ ḼỘ ˮḼỘṛ ֽ ‰ְỘ ׃ ˯χ ӱ
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2030 χ 
∙
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年々上昇傾向

中小企業の
利益率は
ほぼ上がらず

中小企業の
利益率は
ほぼ上がらず

IT人材の最新動向 将来推計

拡大するIT人材不足

GDPの順位の変遷

OECD主要7カ国 国民1人当たり

平均年齢推移

日本の経営者

営業利益率の推移
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8
9 9
1

9
2

9
0

8
5

7
9

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

2010 2015 2020 2025 2030

̙ ∙

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020

ḼỘ

ḼỘ

ʿWorld Bank per capita GDP data ϢϤ

順位下落中の
日本

順位下落中の
日本

0

2

4

6

8

1970 1980 1990 2000 2010 2020 2023

日本

ֽ⁯

ЖϱБ

⁯

ϱЌзϯ

ТжрІ

ϸЗЍ

50



Ø2026 Startia Holdings, Inc. ALL Rights Reserved.

中期経営計画で実現していく価値

【中小企業を取り巻く環境変化】

ÅϱрТйτϢϥЀІЕ

Å ◓‰ ᴟχ “τϢϥ ῢχᾚ

ÅϽк˔НиЂФжϱЎϴ˔рχὣ

ÅṓῙ ʾϵКиϻ˔ЄТЕ

【お客様の課題】

Å ῢχᾚ ρʺζϦτ Ξ
ḼỘχ ∙ᶎ

Å ▀ ΰ χ ρṪ ᴟχֲố

ÅЈϺвзГϰ ├

ÅDXτϢϥЀІЕ⌡ᾚ

ÅзЯ˔Ем˔ϼ

ST-Gの
未来経営

顧客
への価値

株主
への価値

社会
への価値

社員
への価値

ˮνΤΠϥDX˯π ḼỘχ

ԁ θϤ ▀ ΰ τ‟ᾅβϥ

Ὂↄ ρּזᵓ ϱрОϼЕϬ ΰ

ⱱ π‰ΜзЌ˔рϬ ằβϥ

ḼỘDXχϵЀЄІГЭϬ ΰ

ⱱ ᴦ σὊↄּזᵓχםᾝτ‟ᾅβϥ

ḧ ρDXІϺиϬ ›ΰʺ

‟ᾅπΦϥ ∙ϒχ Ϭ◦כβϥ

課題解決し
実現する

価値提供とは？
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ロールアップM&Aで顧客基盤を強化し

提供価値を増やし続けることで

顧客LTVの向上とビジネス成長を

同時実現し続けるサイクルを回す

中期経営計画における全社戦略とビジネスサイクル

Elevate
BPaaS/AIで
顧客の生産性を
向上させる

Expand
顧客あたり導入
商材数を増やす

Reinvest
更なる投資で
成長を加速

KPI: ITインフラ事業顧客数

KPI: 複数商材導入社数

KPI: 複数導入商材企業のARPU

SMB向けDXの
プラットフォームへ

‰LTV᾽ẁϬ Ϟΰ
ḼỘχDX τ‟ᾅβϥ

約5万社→ 10万社

ITϱрТжⱧỘᵓּזˢOAṐṀ ⱧỘ ˣ
ϒχк˔иϯАФἷM&Aπ᾽ẁṁ ếᴟ

ЫиЎЂ˔РІˢ ∙ ằˣτϢϥ
᾽ẁρχϵрϿ˔ЅЮрЕϬ —

‰ ᴥᴣ ᴟτϢϥʺ᾽ẁ◦כếᴟρ
‰Ы˔ЅрἷРЅКІχ Ⱳםᾝ

Ɫ ῟ χ‰Μ᾽ẁρЂ˔РІϬ
ⱱβϥḼỘχ σϥᶍ

KPI: 年間M&A社数

Acquire
顧客を増やす
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我々の強み

顧客のビジネス成長を加速し、顧客への提供価値を増やし続けていく上で
4つの力を活かした「中小企業向けのBPaaS」を提供できることが強みになる。

中小向け
営業力

᾽ẁ 5 Ϙπזּ Ϭ
Ὃ ήδθְỘ

中小
顧客基盤力

20 χз˔Ж
6 χТз˔ЬϯЭг˔Ѓ˔

5 χ᾽ẁ * זּ

中小向け
開発力

►ΜϞβΜБ˔иϬ
Ⱳᵫ ʾ ︢βϥ

デジタル
活用力

זּ ᶨ ʾ᾽ẁ◦כϬ αθ
ДЅЌиБ˔иᶨ

顧客基盤・営業力・開発力・リテラシーの掛算が競争力の源泉

中小企業顧客への幅広いリーチ中小企業顧客への幅広いリーチ 商品力（OA  × SaaS  ×  BPaaS）商品力（OA  × SaaS  ×  BPaaS）
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2020/3 2025/3 2028/3

アップ
セル

アップ
セル

中期経営計画の目標

(既存事業)

290億円
＋

(M&A ＋シナジー領域による目標値)

80億円

(既存事業)

42億円
＋

(M&A ＋シナジー領域による目標値)

8億円

＜ 2027年度（28年3月期）の定量目標 ＞

売上高 営業利益 ROE

ὓΩ (25/3ṍ)

ְỘ ד27.3ᴑ׃

ЀкЗᴴ ṍ(20/3ṍ)

ְỘ ד7.3ᴑ׃

営業利益の実績

CAGR 23.4%

既存事業

M&A
＋

シナジー領域

AI

MA

AR
◓УАϼ

РЅКІТ϶рMFP ЈϺвзГϰ КАЕм˔ϼ 

中計最終年度(28/3 期)
営業利益42億円（既存事業）

+
(M&A ＋シナジー領域による)

営業利益目標8億円

ITインフラ

DX
ソリューション
※

20%以上

高水準を維持

RPA

BPO
BPaaS

M&A
＋

シナジー領域

βˮДЅЌиЫ˔ϾГϰрϽⱧỘ˯ψʺ2026 3ὮṍϢϤⱧỘ Ϭ  ʻ

クロス
セル

クロス
セル
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３年間の計画（既存事業）

22,211 
23,790 

26,000 
29,000 

2,737 3,242 3,550 4,200 

12.3%
13.6% 13.7%

14.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

2025 3Ὦṍ 2026 2027 2028 3Ὦṍ

‰ρְỘ ׃ ӱ

‰

ְỘ ׃

ְỘ ׃

ˢ ˣד

24,100

3,000

27,200

3,500

‰ 22,211 24,100 23,790 27,200 26,000 29,000

ְỘ ׃ 2,737 3,000 3,242 3,500 3,550 4,200

ְỘ ׃ 12.3% 12.4% 13.6% 12.9% 13.1% 14.5%

ˢ̞20265Ὦ15   ˣ

Ϸ˔ϹИАϼ ├ρΰοʺITϱрТжⱧỘπψ ∙Ϭ βϥ᾽ẁ χᶈ Ϭ Ϥʺ
DXЊзв˔Єдр̞ⱧỘπψϼкІЈиʾϯАФЈиχ τϢϥARPUχᶈ Ϭ ϥʻ

σΣʺ2025 3ὮṍΤϣ ὓṍḧ χCAGRψ ‰π9.3%ʺְỘ π15.1%χᾋ׃ ΰ

ˢ ӡ: ˣד
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ם) )(ὓᵊ)

2026 3Ὦṍ

ם) )(ὓᵊ)

ם) )(ὓᵊ)

(ὓᵊ)

(ὓᵊ)

(ὓᵊ) ( )

( )

( )

2027 3Ὦṍ

(ὓᵊ)

(ὓᵊ)

ם) )

βˮДЅЌиЫ˔ϾГϰрϽⱧỘ˯ψʺ2026 3ὮṍϢϤⱧỘ Ϭ  ʻ

ם) )

ם) )
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ITインフラ事業 - 新中計

1. ОЊЀрⱧỘχ κ Ϋ

(Windows  Ϭ︡Ϥ₅ϙˣ

1. ∙χ ᾽ẁχ ᴥ

セグメント
目標

2026/3

( (ד

2027/3

( (ד

2028/3

( (ד

‰ 19,300 21,000 22,600

ְỘ ׃ 3,200 3,600 4,000

重要戦略

【基本方針】

顧客グリップとストック収益の強化

アクションプラン

̞ᶆְỘ ψ׃ Ὂ Ώ

56

2. ְỘ ếᴟ

3. ⱳσϥІЕАϼχ

1. ớ⅜ Ϭ“ΜʺְỘ ԌϬ ế

2. РЅ πϭΦχᶍ ᶨ χ™Ṟ

2. ЂІГЗУиσְỘ ϒ
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DXソリューション事業※ - 新中計

2. ЫКЅЮрЕ ∙χӾ ʾᶎ

セグメント
目標

2026/3

( (ד

2027/3

( (ד

2028/3

( (ד

‰ 4,800 5,550 6,350

ְỘ ׃ 1,340 1,660 2,175

重要戦略

【基本方針】

高利益率の維持と

高付加価値サービスの提供

アクションプラン

̞ᶆְỘ ψ׃ Ὂ Ώ

βˮДЅЌиЫ˔ϾГϰрϽⱧỘ˯ψʺ2026 3ὮṍϢϤⱧỘ Ϭ  ʻ 57

1. ếᴟ

2. ‰ ᴥᴣ Ђ˔РІχ ᵫ

3. ФкЍϼЕЪ˔ЕТ϶зϷχ ρ

1. ЀрЂиʾBPaaSχ ᶊᴶ ʺ Ԍ

1. ᵫ ρ ∙ Ɫχ ρ

1. CS(ϸІЌЫ˔ЂϼЈІ)ʾְỘχếᴟ

2. KPIЫКЅЮрЕ



ІЌ˔ГϰϯШ˔иДϰрϽІᶴ꜠ᵓּז ῲ IR ῢ 

 ʿ̟163-0919 Ằ Ỹ 2-3-1 ЯЛзІ19ᵬ
TEL  ʿ03-5339-2109( 9Ⱳ˙18Ⱳ)
MAILʿir@startiaholdings.com 
IR Ш˔ЭЧ˔Ѕʿ https://www.startiaholdings.com/ir.html 

Ṅ

̞IRЮ˔и QRЀ˔Ж
έ ΜθιΜθᵧ τИв˔Ізз˔ІʺὨ▄ σςʺ
IRτḩβϥ ϬЮ˔иτοΣ ΪΜθΰϘβʻ

58
©2026 Startia Holdings, Inc. ALL Rights Reserved.


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4: 2027年3月期 第１四半期　連結PLサマリー(前年同期比較)
	スライド 5: 売上高推移・営業利益推移
	スライド 6: 四半期業績推移
	スライド 7: 連結ストック四半期推移
	スライド 8: 2027年3月期Q1  BSサマリー
	スライド 9: 2027年3月期 連結業績進捗
	スライド 10
	スライド 11: ITインフラ事業　セグメント状況
	スライド 12: ITインフラ事業　前年同期との差異分析
	スライド 13: ITインフラ事業　ストック売上高四半期推移
	スライド 14
	スライド 15: DXソリューション事業　セグメント状況
	スライド 16: DXソリューション事業　前年同期との差異分析
	スライド 17: DXソリューション事業　ストック売上高四半期推移
	スライド 18: DXソリューション事業（Cloud CIRCUS）　　主要KPI(1)
	スライド 19: DXソリューション事業（Cloud CIRCUS）　　主要KPI(2)
	スライド 20
	スライド 21: 2027年3月期 第１四半期　M＆Aの進捗
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24: M&Aの基本戦略
	スライド 25: M&A実行の仕組み（KPI / 検討プロセス / 投資基準 / PMI）
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31: AIは脅威になるか？
	スライド 32: 新組織：ITインフラ×DXソリューション
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43: 経営理念・ビジョン
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46: DXソリューション事業　主要Cloud CIRCUSツールの実績
	スライド 47: 売上高推移・営業利益推移
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56
	スライド 57
	スライド 58

